
　
朝
の
窓
を
開
け
る
と
色
鮮
や
か
な
百
日
草

が
日
々
咲
き
、目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
数
年
前
か
ら
二
酸
化
炭
素

に
よ
る
温
暖
化
が
騒
が
れ
、
今
年
も
ま
た
世

界
平
均
の
二
倍
の
速
さ
で
氷
河
が
崩
壊
し
、

（
氷
河
は
太
陽
光
を
反
射
し
地
球
の
温
度
を

調
整
す
る
大
切
な
も
の
）
そ
の
た
め
、
世
界

各
地
で
異
常
気
象
が
起
き
て
い
る
。
大
陸
が

暖
ま
る
と
台
風
が
た
く
さ
ん
発
生
し
、
森
林

火
災
や
地
す
べ
り
に
よ
る
洪
水
、
人
々
を
苦

し
め
る
酷
暑
な
ど
後
を
絶
た
な
い
。

　
日
本
は
世
界
の
中
で
温
暖
化
の
意
識
が
特

に
低
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
未
来
に
向
け

て
少
し
で
も
住
み
や
す
い
環
境
を
残
す
努
力

を
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
真
剣
に
取
り
組
ま

ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
日
本
文
化
や

四
季
折
々
の
風
情
も
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
に
な
り

そ
う
で
あ
る
。

　
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
へ
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
気
付
か
ね
ば
気
付
か
ぬ
ま
ま
や
秋
の
声

　
　
　
　
　  

　
篠
田
　
啓
子
（
広
報
部
長
）

　
　
　
　
　  

　
和
田
　
克
典
　

　
　
　
　
　  

　
糸
賀
　
妙
子
　

　
　
　
　
　  

　
寺
﨑
　
久
美
子

　
　
　
　
　  

　
臼
田
　
京
子
　

編集後記
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伸びよう伸ばそう青少年
 ～心豊かな青少年を育てるために～
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取り組まれた時の思い出やご苦労された点が
あればお聞かせください。
　
町村民会議の時の事務局は福祉課にあった
が、市民会議が教育委員会に関する内容だ

と考えて生涯学習課に事務局をお願いし話し合いの
結果、４つの専門部会（広報・各種運動・大会実施・
特設）を設けてスタートしました。
　３つの基本姿勢を今も継続して取り組んでくれてい
ることは大変ありがたいです。
　
 ●  子どもや青少年をしっかり見つめる。
 ●  大人が変われば子どもも変わる。
 ●  さんかけ運動（気にかけ　目をかけ
　声かけよう）をみんなで進める。　

今後、青少年育成稲敷市民会議の活動に対
し希望することや改善点等がありましたらお聞

かせください。
　

発足してから、これまで活動を続けることがで
きたのは多くの方々のご理解ご協力のおかげ

だと思っています。大変ありがたく感謝の気持ちでいっ
ぱいです。
　今までの活動やつながりを大切にして、今後も地
域の子どもや青少年をしっかり見つめ、活動を続けて
ほしいです。

現在の保護者の皆さんにアドバイスがあれば
お聞かせください。
　
子どもや青少年のため日頃から関心を持って、
市民会議の取組等に参加してほしいです。自

分から意欲的に参加することによって、子どもや青少
年との絆が生まれ、社会がより良くなることにつながる
と思います。

岡野さんは現在92歳でお元気に過ごしてい
らっしゃいますが、健康に気を付けていること

があればお聞かせください。
　

グランドゴルフを週2回。卓球は週1回。今は
ぶどうづくりや農作業もしており、芝の管理の

ため草刈りもしています。特に夕方の芝の芽生えの
緑が好きです。
　私の信条は、「体を良く動かし、
よく働く」です。毎日やることが決まっ
ていると朝起きるのが楽しいので、
「今日用事がある」、「今日行くところ
がある」を大切にしています。

岡野福次郎さんへの
インタビュー

《第2代会長》
I N T E R V I E W

Q1

A

Q2

A

Q3

A

Q4

A

（令和8年7月3日（金）岡野福次郎宅にて）

青少年育成稲敷市民会議を結成して
から、今年度で21年目を迎え、広
報紙も第40号の発行となりました。
初代会長朝比奈さんの後任として第
２代会長（平成20年～平成22年）
を務めていただいた岡野さんにイン
タビューを行いました。



令和7年度収支決算報告書

歳入合計　 2,954,971円　　歳出合計　2,954,971円　　差引残高　0円
（差引残高なし）

１.会費
２.補助金
３.繰越金
４.雑収入
合計

項　目
2,340,000
700,000

0
1,000

3,041,000

予算額
2,266,850
686,814

0
1,307

2,954,971

決算額
△73,150
△13,186

0
307

△86,029

比　較
会費（7,563戸）
市補助金（※市補助金の13,186円は市へ戻入）
前年度繰越金
預金利子等

摘　要
〔単位：円〕

歳  入

１.会議費
２.事務費
３.事業費
　（1）広報費
　（2）運営費
４.旅費
５.予備費
合計

項　目
45,000
215,000
2,521,000
1,475,000
1,046,000
250,000
10,000

3,041,000

予算額
33,019
178,590
2,537,612
1,477,350
1,060,262
205,750

0
2,954,971

決算額
  △11,981
  △36,410
16,612
2,350
14,262

△44,250
△10,000
△86,029

比　較
会議時お茶代
通知郵送料、事務用品等

広報紙755,700円、市民会議チラシ印刷代308,000円、のぼり旗、ポール149,050円　ほか
映画会運営費450,000円、主張大会作文集253,000円、主張大会撮影・DVD作成料128,700円　ほか
会議、事業活動、県研修会等　延べ178名分

摘　要歳  出

和田 克典
青少年育成稲敷市民会議会長

発足当時からの
「さんかけ運動」を大切に

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
、

子
ど
も
や
青
少
年
の
健
全
育
成
の
事

業
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
明
日
を
担
う
子
ど
も
や
青
少
年

が
、
豊
か
な
心
を
育
み
た
く
ま
し
く

成
長
し
、
自
立
・
活
躍
で
き
る
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
人

の
願
い
で
す
。
し
か
し
、
情
報
化（
Ｓ

Ｎ
Ｓ・Ａ
Ｉ
の
利
用
）、
少
子
高
齢
化

な
ど
、
急
激
な
社
会
の
変
化
は
、
子

ど
も
や
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境

を
大
き
く
変
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
青
少
年
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
楽
で
簡

単
、
高
収
入
を
強
調
す
る「
闇
バ
イ

ト
」に
加
担
さ
せ
ら
れ
る
事
件
も
起

き
て
い
ま
す
。

　
市
民
会
議
で
は
、
発
足
当
時
〈
平

成
18
年
1
月
〉か
ら
関
係
団
体
の
皆

様
方
が
、
次
の
３
つ
の
基
本
姿
勢

を
合
言
葉
に
、
各
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
、
あ
い
さ
つ
運
動
（
６

月
30
日
〜
７
月
２
日
）
を
市
内
４
ヶ

所
の
小
学
校
で
行
い
ま
し
た
。
ご
多

用
の
中
2
8
2
名
の
方
々
に
参
加
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
７

月
11
日
（
土
）に
は
、「
映
画
ド
ラ
え

も
ん  

新
・
の
び
太
海
底
鬼
岩
城
」

を
行
い
ま
し
た
。
午
前
と
午
後
合
わ

せ
て
、
5
3
7
名
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
青
少
年
主
張
大
会
も

20
回
目
を
迎
え
、
広
報
紙
「
わ
か
く

さ
」の
発
行
も
40
号
を
迎
え
ま
し
た
。

先
日
、
青
少
年
育
成
稲
敷
市
民
会

議
の
第
２
代
会
長
を
さ
れ
た
岡
野
福

次
郎
さ
ん
に
お
会
い
し
ま
し
た
。
発

足
当
時
の
思
い
出
や
ご
苦
労
さ
れ
た

こ
と
な
ど
を
お
聞
き
し
、
市
民
会
議

の
重
要
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
92
歳
に
な
ら
れ
た
今
で
も

地
域
の
方
と
運
動
な
ど
を
続
け
、
お

元
気
で
過
ご
さ
れ
て
お
り
と
て
も
感

動
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
市
民
の
皆
様
よ
り
、

会
費
と
し
て
一
戸
あ
た
り
3
0
0
円

を
頂
き
運
営
を
し
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令和8年度収支予算書

歳入合計　2,951,000円　　歳出合計　2,951,000円　　差引残高　0円
（差引残高なし）

１.会費
２.補助金
３.雑収入
合計

項　目
2,250,000
700,000
1,000

2,951,000

本年度
2,340,000
700,000
1,000

3,041,000

前年度
△90,000

0
0

△90,000

比　較
会費（7,500戸×300円）
市補助金
預金利子等

摘　要
〔単位：円〕

歳  入

１.会議費
２.事務費
３.事業費
　（1）広報費
　（2）運営費
４.旅費
５.予備費
合計

項　目
40,000
180,000
2,491,000
1,445,000
1,046,000
230,000
10,000

2,951,000

本年度
45,000
215,000
2,521,000
1,475,000
1,046,000
250,000
10,000

3,041,000

前年度
△5,000
△35,000
△30,000
△30,000

0
△20,000

0
△90,000

比　較
会議時お茶代
通知郵送料、事務用品等

広報紙740,000円、市民会議チラシ印刷代308,000円、のぼり旗、ポール109,000円　ほか
映画会、主張大会運営費等
会議、事業活動、県研修会等

摘　要歳  出
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　青少年がのびのびと健やかに成長することは、すべての大人の願いです。青少年育成稲敷
市民会議では、すべての子どもがりっぱな大人に成長するように、家庭や学校をはじめ、地域
住民・企業など、人々の参加と協力を得て青少年の健やかな成長と非行防止のために、社会
全体で取り組む事業を展開しています。
　活動経費のほとんどは、市民の皆様の会費で運営されています。そして会費の集金につき
ましては、地域の区長さん、役員さんのお世話になっております。

青少年育成稲敷市民会議 とは

令和7年度は、7,563世帯からご支援をいただきました。ありがとうございました。

あ
い
さ
つ
は
顔
み
て
目
を
み
て
心
を
こ
め
て

１  

子
ど
も
や
青
少
年
を

　
　
　
　
　
し
っ
か
り
見
つ
め
る

２  

大
人
が
変
わ
れ
ば

　
　
　
　
　
子
ど
も
も
変
わ
る

３  

さ
ん
か
け
運
動
を

　
　
　
　
　
み
ん
な
で
進
め
る

区長さん、役員さん
ご協力ありがとう
ございます

心温まる会費を
ありがとう
ございます！



令和7年度収支決算報告書

歳入合計　 2,954,971円　　歳出合計　2,954,971円　　差引残高　0円
（差引残高なし）

１.会費
２.補助金
３.繰越金
４.雑収入
合計

項　目
2,340,000
700,000

0
1,000

3,041,000

予算額
2,266,850
686,814

0
1,307

2,954,971

決算額
△73,150
△13,186

0
307

△86,029

比　較
会費（7,563戸）
市補助金（※市補助金の13,186円は市へ戻入）
前年度繰越金
預金利子等

摘　要
〔単位：円〕

歳  入

１.会議費
２.事務費
３.事業費
　（1）広報費
　（2）運営費
４.旅費
５.予備費
合計

項　目
45,000
215,000
2,521,000
1,475,000
1,046,000
250,000
10,000

3,041,000

予算額
33,019
178,590
2,537,612
1,477,350
1,060,262
205,750

0
2,954,971

決算額
  △11,981
  △36,410
16,612
2,350
14,262

△44,250
△10,000
△86,029

比　較
会議時お茶代
通知郵送料、事務用品等

広報紙755,700円、市民会議チラシ印刷代308,000円、のぼり旗、ポール149,050円　ほか
映画会運営費450,000円、主張大会作文集253,000円、主張大会撮影・DVD作成料128,700円　ほか
会議、事業活動、県研修会等　延べ178名分

摘　要歳  出

和田 克典
青少年育成稲敷市民会議会長

発足当時からの
「さんかけ運動」を大切に

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
、

子
ど
も
や
青
少
年
の
健
全
育
成
の
事

業
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
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げ
ま
す
。

　
明
日
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Ｓ・Ａ
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す
。
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団
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の
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を
合
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に
、
各
事
業
に
取
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ん

で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
、
あ
い
さ
つ
運
動
（
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月
30
日
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月
２
日
）
を
市
内
４
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で
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し
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多
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2
8
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に
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を

し
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し
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。
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日
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岩
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を
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し
た
。
午
前
と
午
後
合
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て
、
5
3
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の
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に
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加
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い
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ま
し
た
。
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当
に
あ
り

が
と
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ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
青
少
年
主
張
大
会
も

20
回
目
を
迎
え
、
広
報
紙
「
わ
か
く

さ
」の
発
行
も
40
号
を
迎
え
ま
し
た
。

先
日
、
青
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年
育
成
稲
敷
市
民
会

議
の
第
２
代
会
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を
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岡
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次
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に
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会
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し
ま
し
た
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発
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の
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と
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の
重
要
さ
を
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、
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に
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で
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と
運
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、
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で
過
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て
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動
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り
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本
当
に
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う
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す
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歳入合計　2,951,000円　　歳出合計　2,951,000円　　差引残高　0円
（差引残高なし）

１.会費
２.補助金
３.雑収入
合計

項　目
2,250,000
700,000
1,000

2,951,000

本年度
2,340,000
700,000
1,000

3,041,000

前年度
△90,000

0
0

△90,000

比　較
会費（7,500戸×300円）
市補助金
預金利子等

摘　要
〔単位：円〕

歳  入

１.会議費
２.事務費
３.事業費
　（1）広報費
　（2）運営費
４.旅費
５.予備費
合計

項　目
40,000
180,000
2,491,000
1,445,000
1,046,000
230,000
10,000

2,951,000

本年度
45,000
215,000
2,521,000
1,475,000
1,046,000
250,000
10,000

3,041,000

前年度
△5,000
△35,000
△30,000
△30,000

0
△20,000

0
△90,000

比　較
会議時お茶代
通知郵送料、事務用品等

広報紙740,000円、市民会議チラシ印刷代308,000円、のぼり旗、ポール109,000円　ほか
映画会、主張大会運営費等
会議、事業活動、県研修会等

摘　要歳  出
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　青少年がのびのびと健やかに成長することは、すべての大人の願いです。青少年育成稲敷
市民会議では、すべての子どもがりっぱな大人に成長するように、家庭や学校をはじめ、地域
住民・企業など、人々の参加と協力を得て青少年の健やかな成長と非行防止のために、社会
全体で取り組む事業を展開しています。
　活動経費のほとんどは、市民の皆様の会費で運営されています。そして会費の集金につき
ましては、地域の区長さん、役員さんのお世話になっております。

青少年育成稲敷市民会議 とは

令和7年度は、7,563世帯からご支援をいただきました。ありがとうございました。

あ
い
さ
つ
は
顔
み
て
目
を
み
て
心
を
こ
め
て

１  

子
ど
も
や
青
少
年
を

　
　
　
　
　
し
っ
か
り
見
つ
め
る

２  

大
人
が
変
わ
れ
ば

　
　
　
　
　
子
ど
も
も
変
わ
る

３  

さ
ん
か
け
運
動
を

　
　
　
　
　
み
ん
な
で
進
め
る

区長さん、役員さん
ご協力ありがとう
ございます

心温まる会費を
ありがとう
ございます！
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 映画会
7月11日（土）
江戸崎中央公民館
午前の部　午後の部　２部開催
　「映画ドラえもん 新・のび太の海底
鬼岩城」を上映。

 あいさつ運動
７月・１１月
　子どもたちや青少年をしっかり見
守りましょう。あいさつは毎日が活動
日です。

 のぼり旗配布
１０月
　青少年の健全育成を目的とした啓
発のぼり旗を作成し、市内園・小・中・
高等学校へ配布します。

 第20回稲敷市
 青少年の主張大会
令和8年11月21日（土）
江戸崎中央公民館
　市内９校の小・中・高校生の学校
の代表が主張発表をします。青少年
の純粋で熱い主張に耳を傾けてみま
せんか？

 ボランティア清掃活動
令和9年2月6日（土）
新利根地区
　子ども会育成連合会と合同でボラ
ンティア清掃活動を実施します。今年
度は新利根地区の清掃活動を予定し
ています。

 青少年健全育成
 研修会等
　青少年に対する理解を深めることを
目的とし、青少年の心理を理解した
接し方や具体的な対応等の助言など
を学ぶため、茨城県や近隣地域で開
催される研修会等へ参加しています。

 広報紙「わかくさ」
 の発行
　市民会議の活動報告を掲載した
広報紙を年２回発行しています。

桜川小学校

12号より「わかくさ」となりました

令和７年度  江戸崎地区

み
ん
な
を
守
る
た
め
に

　自
分
の
命
を

　
　犠
牲
に
し
た
バ
ギ
ー

宮
本
　葵
白（
10
歳
）

　バ
ギ
ー
は
最
初
は
、
友
達
と
い
う
言
葉
の

こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
ど
ん
ど
ん

バ
ギ
ー
も
本
心
の
言
う
通
り
に
な
り
、
命
の

大
切
さ
の
こ
と
も
知
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　終
盤
、
一
番
乗
り
で
悪
い
王
の
所
へ
た
ど
り

着
き
、
頑
張
っ
て
戦
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
の
び

太
と
ド
ラ
え
も
ん
が
王
に
攻
撃
さ
れ
て
し

ま
っ
て「
も
う
だ
め
だ
」と
思
っ
た
と
き
、
バ

ギ
ー
が
ド
ラ
え
も
ん
の
四
次
元
ポ
ケ
ッ
ト
か

ら
出
て
き
て
、
し
ず
か
ち
ゃ
ん
の
泣
い
て
い
る

と
こ
ろ
を
見
ま
し
た
。
そ
こ
で
バ
ギ
ー
は
し

ず
か
ち
ゃ
ん
の
泣
い
て
い
る
姿
を
見
た
く
な
い

と
思
い
、
王
と
戦
い
と
な
っ
て
、
王
と
バ
ギ
ー

は
一
緒
に
粉
々
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
に

私
は
泣
け
ま
し
た
。

　そ
こ
で
私
は
、「
バ
ギ
ー
は
み
ん
な
の
命
を

守
っ
た
ん
だ
な
」と
思
い
ま
し
た
。

勇
か
ん
な
バ
ギ
ー
ち
ゃ
ん

山
口
　結
愛（
10
歳
）

　わ
た
し
は
、
弟
の
好
き
な
ド
ラ
え
も
ん
の

映
画
、
新
の
び
太
の
海
底
鬼
岩
城
を
見
ま
し

た
。
最
初
は
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
し
た
が
、

だ
ん
だ
ん
見
て
い
く
う
ち
に
感
動
し
ま
し
た
。

　最
初
の
シ
ー
ン
の
、
の
び
太
が
早
く
宿
題

を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
て
、
わ
た
し
も

「
早
く
宿
題
を
終
わ
ら
せ
て
の
び
太
と
同
じ
よ

う
に
楽
し
く
遊
ぼ
う
」と
思
い
ま
し
た
。で
も
、

「
の
び
太
が
あ
ん
な
に
早
く
宿
題
を
終
わ
ら
せ

ら
れ
る
な
ら
、
毎
日
の
宿
題
も
早
く
終
わ
ら

せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」と
思
い
ま
し
た
。

　次
に
ジ
ャ
イ
ア
ン
と
ス
ネ
オ
を
エ
ル
が
助
け

た
シ
ー
ン
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

海
底
人
が
、
人
を
助
け
る
な
ん
て
、
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
感
動
し
た
シ
ー
ン

は
バ
ギ
ー
ち
ゃ
ん
が
ポ
セ
イ
ド
ン
を
た
お
し
に

行
っ
た
シ
ー
ン
で
す
。
し
ず
か
ち
ゃ
ん
が
泣
い

て
い
る
の
を
見
て
、
バ
ギ
ー
ち
ゃ
ん
が
た
お
し

た
の
が
感
動
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
新
の
び
太
の
海
底
鬼
岩
城
を
も
う

一
度
見
た
い
で
す
。

分
か
り
合
う

　
　こ
と
の
大
切
さ

ダ
ー
ビ
ッ
ジ  

ソ
フ
ィ
ア（
11
歳
）

　わ
た
し
が
こ
の
映
画
を
見
て
一
番
心
に
残
っ

た
こ
と
は
、
ち
が
う
考
え
や
立
場
の
人
と
も

令和8年7月11日（土）  江戸崎中央公民館

　夏休みにキャンプの行き先で意見が分かれたのび太たちは、
ドラえもんの提案で海の真ん中でキャンプをすることに！！ ひみ
つ道具の「水中バギー」と「テキオー灯」を使い様々な生き物に
出会いながら海底キャンプを楽しむ5人。沈没船を発見したこ
とをきっかけに謎の青年・エルと出会うが、なんと彼は海底に
広がる〈ムー連邦〉に暮らす “海底人”だった！
　陸上人を嫌っている海底人はのび太たちを信用することがで
きない。そんな中、「鬼岩城が活動を始めました！！」との知らせ
が届く。海底人の恐れる“鬼岩城”とは一体何なのか…？ 仲間
を信じる心を胸に、地球の命運をかけた大冒険に、いざ出発！

あ ら す じ

新・のび太の
しん た

海底鬼岩城ドラえもん映 画
えい が

あ
お

は

み
や
も
と

あ

ゆ

や
ま
ぐ
ち



05 WAKAKUSA  No.40

活 動 計 画
令和8年度青少年名作映画会

04WAKAKUSA  No.40

 映画会
7月11日（土）
江戸崎中央公民館
午前の部　午後の部　２部開催
　「映画ドラえもん 新・のび太の海底
鬼岩城」を上映。

 あいさつ運動
７月・１１月
　子どもたちや青少年をしっかり見
守りましょう。あいさつは毎日が活動
日です。

 のぼり旗配布
１０月
　青少年の健全育成を目的とした啓
発のぼり旗を作成し、市内園・小・中・
高等学校へ配布します。

 第20回稲敷市
 青少年の主張大会
令和8年11月21日（土）
江戸崎中央公民館
　市内９校の小・中・高校生の学校
の代表が主張発表をします。青少年
の純粋で熱い主張に耳を傾けてみま
せんか？

 ボランティア清掃活動
令和9年2月6日（土）
新利根地区
　子ども会育成連合会と合同でボラ
ンティア清掃活動を実施します。今年
度は新利根地区の清掃活動を予定し
ています。

 青少年健全育成
 研修会等
　青少年に対する理解を深めることを
目的とし、青少年の心理を理解した
接し方や具体的な対応等の助言など
を学ぶため、茨城県や近隣地域で開
催される研修会等へ参加しています。

 広報紙「わかくさ」
 の発行
　市民会議の活動報告を掲載した
広報紙を年２回発行しています。

桜川小学校

12号より「わかくさ」となりました

令和７年度  江戸崎地区

み
ん
な
を
守
る
た
め
に

　自
分
の
命
を

　
　犠
牲
に
し
た
バ
ギ
ー

宮
本
　葵
白（
10
歳
）

　バ
ギ
ー
は
最
初
は
、
友
達
と
い
う
言
葉
の

こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
ど
ん
ど
ん

バ
ギ
ー
も
本
心
の
言
う
通
り
に
な
り
、
命
の

大
切
さ
の
こ
と
も
知
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　終
盤
、
一
番
乗
り
で
悪
い
王
の
所
へ
た
ど
り

着
き
、
頑
張
っ
て
戦
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
の
び

太
と
ド
ラ
え
も
ん
が
王
に
攻
撃
さ
れ
て
し

ま
っ
て「
も
う
だ
め
だ
」と
思
っ
た
と
き
、
バ

ギ
ー
が
ド
ラ
え
も
ん
の
四
次
元
ポ
ケ
ッ
ト
か

ら
出
て
き
て
、
し
ず
か
ち
ゃ
ん
の
泣
い
て
い
る

と
こ
ろ
を
見
ま
し
た
。
そ
こ
で
バ
ギ
ー
は
し

ず
か
ち
ゃ
ん
の
泣
い
て
い
る
姿
を
見
た
く
な
い

と
思
い
、
王
と
戦
い
と
な
っ
て
、
王
と
バ
ギ
ー

は
一
緒
に
粉
々
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
に

私
は
泣
け
ま
し
た
。

　そ
こ
で
私
は
、「
バ
ギ
ー
は
み
ん
な
の
命
を

守
っ
た
ん
だ
な
」と
思
い
ま
し
た
。

勇
か
ん
な
バ
ギ
ー
ち
ゃ
ん

山
口
　結
愛（
10
歳
）

　わ
た
し
は
、
弟
の
好
き
な
ド
ラ
え
も
ん
の

映
画
、
新
の
び
太
の
海
底
鬼
岩
城
を
見
ま
し

た
。
最
初
は
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
し
た
が
、

だ
ん
だ
ん
見
て
い
く
う
ち
に
感
動
し
ま
し
た
。

　最
初
の
シ
ー
ン
の
、
の
び
太
が
早
く
宿
題

を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
て
、
わ
た
し
も

「
早
く
宿
題
を
終
わ
ら
せ
て
の
び
太
と
同
じ
よ

う
に
楽
し
く
遊
ぼ
う
」と
思
い
ま
し
た
。で
も
、

「
の
び
太
が
あ
ん
な
に
早
く
宿
題
を
終
わ
ら
せ

ら
れ
る
な
ら
、
毎
日
の
宿
題
も
早
く
終
わ
ら

せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」と
思
い
ま
し
た
。

　次
に
ジ
ャ
イ
ア
ン
と
ス
ネ
オ
を
エ
ル
が
助
け

た
シ
ー
ン
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

海
底
人
が
、
人
を
助
け
る
な
ん
て
、
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
感
動
し
た
シ
ー
ン

は
バ
ギ
ー
ち
ゃ
ん
が
ポ
セ
イ
ド
ン
を
た
お
し
に

行
っ
た
シ
ー
ン
で
す
。
し
ず
か
ち
ゃ
ん
が
泣
い

て
い
る
の
を
見
て
、
バ
ギ
ー
ち
ゃ
ん
が
た
お
し

た
の
が
感
動
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
新
の
び
太
の
海
底
鬼
岩
城
を
も
う

一
度
見
た
い
で
す
。

分
か
り
合
う

　
　こ
と
の
大
切
さ

ダ
ー
ビ
ッ
ジ  

ソ
フ
ィ
ア（
11
歳
）

　わ
た
し
が
こ
の
映
画
を
見
て
一
番
心
に
残
っ

た
こ
と
は
、
ち
が
う
考
え
や
立
場
の
人
と
も

令和8年7月11日（土）  江戸崎中央公民館

　夏休みにキャンプの行き先で意見が分かれたのび太たちは、
ドラえもんの提案で海の真ん中でキャンプをすることに！！ ひみ
つ道具の「水中バギー」と「テキオー灯」を使い様々な生き物に
出会いながら海底キャンプを楽しむ5人。沈没船を発見したこ
とをきっかけに謎の青年・エルと出会うが、なんと彼は海底に
広がる〈ムー連邦〉に暮らす “海底人”だった！
　陸上人を嫌っている海底人はのび太たちを信用することがで
きない。そんな中、「鬼岩城が活動を始めました！！」との知らせ
が届く。海底人の恐れる“鬼岩城”とは一体何なのか…？ 仲間
を信じる心を胸に、地球の命運をかけた大冒険に、いざ出発！

あ ら す じ

新・のび太の
しん た

海底鬼岩城ドラえもん映 画
えい が

あ
お

は

み
や
も
と

あ

ゆ

や
ま
ぐ
ち
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高橋　晟矢（14歳）
たか はし せい や

幸田　悠来（11歳）
こう だ ゆ な

ダービッジ  ソフィア（11歳）

宮本　葵白（10歳）
みや もと あお は

　かなしいところもあったけどみんなできょうりょく
してかつやくしたのがよかったです。またみたいです。

山口　結愛（10歳）
やま ぐち ゆ あ

清原　唯禾（７歳）
きよ はら いち か

　わたしは、バギーちゃんがポセイドンをたおしに
行ったシーンが感動しました。バギーちゃんはとって
も勇かんな車だと思いました。

分
か
り
合
う
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
は
じ
め

は
海
底
人
と
地
上
の
人
間
は
、
仲
良
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
話
を
し
た
り
、
力
を

合
わ
せ
て
少
し
ず
つ
相
手
を
信
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
、
相
手
の

こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
ま
ま
決
め
て
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　わ
た
し
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
う
い

ろ
い
ろ
な
国
の
人
が
一
緒
に
暮
ら
す
国
に
住
ん

で
い
ま
し
た
。
学
校
で
は
生
ま
れ
た
国
や
話

す
言
葉
が
違
う
友
達
と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
違
い
を
認
め
合
う
こ
と
は
と
て
も

大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
違
う
考
え
の
人
が
い
て
も
す

ぐ
に
違
う
と
決
め
ず
に
相
手
の
話
を
聞
い
て

分
か
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
お
互
い

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
み
ん
な
と
な
か
よ
く

生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
。

友
達
と
心

幸
田
　悠
来（
11
歳
）

　わ
た
し
は
、
映
画
ド
ラ
え
も
ん
新
・
の
び

太
の
海
底
鬼
岩
城
を
見
ま
し
た
。
す
ご
く
友

達
と
心
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　バ
ギ
ー
が
最
後
み
ん
な
を
助
け
て
す
ご
く

感
動
し
ま
し
た
。
す
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ
た

で
す
。

　今
年
度
も
委
員
会
を
開
き
、
い
く

つ
か
の
映
画
の
中
か
ら
、
小
さ
な
子

か
ら
大
人
ま
で
人
気
の
あ
る
ド
ラ
え

も
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
、
上
映
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
開
演
前
か
ら

た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
の
方
々
に
集

ま
っ
て
頂
き
、
大
盛
況
に
終
わ
り
ま

し
た
。

　こ
の
ひ
と
と
き
が
、
少
し
で
も
親

子
と
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
と
な
っ
て
く

れ
た
な
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
映
画

会
の
前
後
に
、
部
活
帰
り
の
男
子
生

徒
の
グ
ル
ー
プ
や
外
国
か
ら
の
親
子

等
に
声
掛
け
を
し
た
り
し
て
、
あ
た

た
か
な
交
流
が
生
ま
れ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　映
画
に
限
ら
ず
稲
敷
市
も
い
ろ
い

ろ
な
文
化
的
交
流
が
必
要
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
に
わ
く
わ

く
す
る
体
験
を
い
っ
ぱ
い
し
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
え
る
一
日
で
し
た
。篠田

ゆ

な

こ
う

だ

　バギーがドラえもんたちを守るために、自分の命
をぎせいにしてみんなを守ったところが感動した。

　スクリーンが大きくてちゃんと見えました。
楽しかったで～～～す！！！！

　すごくおもしろかったし友達と心のことがよくわ
かっていい映画だなとおもいました。

　エルの正義感が強く、仲間の制止を振り切ってでものび
太達を救う場面に感動しました。エル役の千葉翔也さんの
声がめっちゃ良かったです。

映
画
会
に
て

感 想 画

感 想 画

感 想 画

感 想 画

感 想 画

感 想 画

映画会終了後、生涯学習課による「ヨーヨー釣り」が行われました。
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合
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こ
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で
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。
は
じ
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は
海
底
人
と
地
上
の
人
間
は
、
仲
良
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
話
を
し
た
り
、
力
を

合
わ
せ
て
少
し
ず
つ
相
手
を
信
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
、
相
手
の

こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
ま
ま
決
め
て
は
い
け

な
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ま
し
た
。
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た
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ー
ス
ト
ラ
リ
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う
い
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国
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住
ん

で
い
ま
し
た
。
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校
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ま
れ
た
国
や
話
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友
達
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し
た
。
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ら
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た
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。
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友
達
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幸
田
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来（
11
歳
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の
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友
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。
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。
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。
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。
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朝
の
窓
を
開
け
る
と
色
鮮
や
か
な
百
日
草

が
日
々
咲
き
、目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
数
年
前
か
ら
二
酸
化
炭
素

に
よ
る
温
暖
化
が
騒
が
れ
、
今
年
も
ま
た
世

界
平
均
の
二
倍
の
速
さ
で
氷
河
が
崩
壊
し
、

（
氷
河
は
太
陽
光
を
反
射
し
地
球
の
温
度
を

調
整
す
る
大
切
な
も
の
）
そ
の
た
め
、
世
界

各
地
で
異
常
気
象
が
起
き
て
い
る
。
大
陸
が

暖
ま
る
と
台
風
が
た
く
さ
ん
発
生
し
、
森
林

火
災
や
地
す
べ
り
に
よ
る
洪
水
、
人
々
を
苦

し
め
る
酷
暑
な
ど
後
を
絶
た
な
い
。

　
日
本
は
世
界
の
中
で
温
暖
化
の
意
識
が
特

に
低
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
未
来
に
向
け

て
少
し
で
も
住
み
や
す
い
環
境
を
残
す
努
力

を
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
真
剣
に
取
り
組
ま

ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
日
本
文
化
や

四
季
折
々
の
風
情
も
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
に
な
り

そ
う
で
あ
る
。

　
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
へ
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
気
付
か
ね
ば
気
付
か
ぬ
ま
ま
や
秋
の
声

　
　
　
　
　  

　
篠
田
　
啓
子
（
広
報
部
長
）

　
　
　
　
　  

　
和
田
　
克
典
　

　
　
　
　
　  

　
糸
賀
　
妙
子
　

　
　
　
　
　  

　
寺
﨑
　
久
美
子

　
　
　
　
　  

　
臼
田
　
京
子
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取り組まれた時の思い出やご苦労された点が
あればお聞かせください。
　
町村民会議の時の事務局は福祉課にあった
が、市民会議が教育委員会に関する内容だ

と考えて生涯学習課に事務局をお願いし話し合いの
結果、４つの専門部会（広報・各種運動・大会実施・
特設）を設けてスタートしました。
　３つの基本姿勢を今も継続して取り組んでくれてい
ることは大変ありがたいです。
　
 ●  子どもや青少年をしっかり見つめる。
 ●  大人が変われば子どもも変わる。
 ●  さんかけ運動（気にかけ　目をかけ
　声かけよう）をみんなで進める。　

今後、青少年育成稲敷市民会議の活動に対
し希望することや改善点等がありましたらお聞

かせください。
　

発足してから、これまで活動を続けることがで
きたのは多くの方々のご理解ご協力のおかげ

だと思っています。大変ありがたく感謝の気持ちでいっ
ぱいです。
　今までの活動やつながりを大切にして、今後も地
域の子どもや青少年をしっかり見つめ、活動を続けて
ほしいです。

現在の保護者の皆さんにアドバイスがあれば
お聞かせください。
　
子どもや青少年のため日頃から関心を持って、
市民会議の取組等に参加してほしいです。自

分から意欲的に参加することによって、子どもや青少
年との絆が生まれ、社会がより良くなることにつながる
と思います。

岡野さんは現在92歳でお元気に過ごしてい
らっしゃいますが、健康に気を付けていること

があればお聞かせください。
　

グランドゴルフを週2回。卓球は週1回。今は
ぶどうづくりや農作業もしており、芝の管理の

ため草刈りもしています。特に夕方の芝の芽生えの
緑が好きです。
　私の信条は、「体を良く動かし、
よく働く」です。毎日やることが決まっ
ていると朝起きるのが楽しいので、
「今日用事がある」、「今日行くところ
がある」を大切にしています。

岡野福次郎さんへの
インタビュー

《第2代会長》
I N T E R V I E W

Q1

A

Q2

A

Q3

A

Q4

A

（令和8年7月3日（金）岡野福次郎宅にて）

青少年育成稲敷市民会議を結成して
から、今年度で21年目を迎え、広
報紙も第40号の発行となりました。
初代会長朝比奈さんの後任として第
２代会長（平成20年～平成22年）
を務めていただいた岡野さんにイン
タビューを行いました。


